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学会報告-第19回欧州バイオマス会議および展示会-

研究から産業・市場展開まで

松村幸彦

広島大学大学院工学研究院

干739-8527 広島県東広島市鏡山1・4・4

はじめに 2. 水素関連の発表

第四回欧州、|バイオマス会議および展示会:研究から産 松村が聞くことのできた水素関連の発表を以下に示

業・市場展開までが2011年6月6日(月)'""6月10日(金) します。

の会期でドイツのベルリンで開催されました。会場はべ

ルリンのICCBerlin， International∞ngress Cen伽で、し
た。バイオマス関連の欧州、|の最新動向を知ることができ

る会議です。松村は、会期中ずっと参加してきましたの

で、この会議の水素関連のトヒ。ックについて紹介させて

いただきます。

この会議は、第四回('02.06アムステルダム)、第

13回('04.05ローマ)、第14回('05.10パリ)、第15

回('07.05ベルリン)、第16回('08.06バレンシア)、

第17回('09.06ハンブルク)、第四回('10.05リヨン)

のヨーロッパバイオマス会議に続くもので、1年間隔で

の開催となっています。

配布された参加者リストによれば980人の参加者と65

の展示が行われるようにありましたが、最終的には、 67

の国から1516人の参加(前回は72の国から1505人の参

加)があり、 262の口頭発表と540のポスター発表があり

ました。また、 66の展示が行われました。参加者は昨年

に比べて1∞人増、展示数は前回と同じ程度です。リス

トにある日本人の参加者は14人です、一昨年の13人から

昨年9人と縮小しましたが、盛り返しました。

初日は、前回同様、全体セッションの後にオープニン

グとしづ順序を入れ替えたプログラムとなっており、そ

の後、 3つ並行で12の口頭発表のセッションとさらにこ

れに並行でポスターセッションが行われました。その後

は、 2日目と3日目は全体セッション1、個別セッション

17、4日目は全体セッション2、個別セッション14、5日

目は最終日で、個別セッション6(口頭発表セッション6)

とクロージング ・セッションがありました。

OA5.2 T.-Y. Mun， J.-W.阻m，J.-S.Kim

University of &:泊ul，Republic ofKorea 

Air Gasification of Railroad Wαxl Tie: fufluenω of 

Additives on Tar Removal in a Two-Stage Gasifier 

2段ガス化炉でタールを含む枕木の処理を行う。1段目は

流動層、 2段目はドロマイト、活性炭、木炭の充填層。

活性炭の場合に、他より少し水素が多い結果。

OB2.1 S. Septien， S. Valin， C. Dupont， M. Pe:戸。t

CEAGrモnoble，Fr加1ω

S. Salvador 

EMAC， Alb~ Frana 

fufluenωof Particle Size and Temperature on WIα泊

Biomass Fast Pyrolysis and Gasification at回出

Tempera旬re(1α泊。C句14∞。C)

1α泊。C以上の高温で、のガス化特性の確認、 12∞℃以上

はタールがなくなり、 監 がCOより多くなる。チャー中

のH，Oも減少、反応性も低下する。窒素ガス化では化学

平衡に到達しないが、水蒸気ガス化では14C泊。Cで平衡に。

OD8.4 J. Imbach， T. Pussieux 

CEAlDEN江-TI鋭，GifSurYve枕e，Franω

2nd Generation Bio-fuels pr吋uctionin Frana恒 leBure

Saudron BTL Plant 

フランスのBTL実証プロジェクトSYNDIESEの紹介。

7.5万t也yl年のバイオマスを処理、丞塞を供給してバイ

オマスのガス化率を向上させる試験も行う。フランス政
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府によるプロジェクトの採否は今年末。

このほか、水素関係の発表としては、以下のものがあ

りました。

VP4.4.4M:iα曲目1 ElI印刷，lysis Cell 伽 H2 and 

Biopolymer (PHB)日吋uction

VP3.4.21 HYI伽 gen pr吋uction from S伽 m

Conversion (HPSC) Integra飴din Chemical七JOpmg

Combustion of Solid Biofuels 

VP3.4.19 Photρbiological Hydrogen pr吋uction

b∞ess Development and Assessment 
VP2.4.7S船田n Gasi.fication of Olive 0丑 Pomace

Investiga飴dwi出ThermalAnalysis Coupled with Mass 

S1即位。，me句7

VP2.4.4 Gasi直cation of Pinew∞d Sawdust for 
Hydrogen Production: Influena of SteamI Biomass Ratio 

VP2.4.22 官leInfluelliωsofG部追.cationTemperature 

V紅白首onin Biomass Gasi.fication Sim叫ationby Aspen 

PluslτMusingAゐorptionE吐laIlcedReforr凶ngProc間S
VP2.4.21 Improving仕leE血Clen句rof Hydrothermal 

Gas追cationof Carbonaα幻，usMateri油

VP2.4.2HYI伽 genProduction from Ethanol Steam 

Reforming Using a Novel Nano叩'Si02Ca句lyst

VP2.4.1D任:Offi戸sition of Tar Model Compound 

Toluene by Treatment with the 日gh-temperature

Hydrogen/O勾rgenFlame

VP2.3.27 Comparative process Study of Biomass 

Gasi.fication for Power and Chemical Production 

VP1.4.8 Biofuels企'OmM:iαualgae?A Systems Analysis 

OD2.3 Hydro仕切:tedVegetable Oils: PrDass and 

Catalyst Development 

OA9.4官leUse of a Membrane Rβactor for the 

NAD(H) • Con出uous Regeneration Ca句]戸ed by 

NAD(H)-dependent Al∞hol Dehydrogenase through the 

Subs回 te-∞upledProc凶ure

OA11.5 Modified Alumina Oxide Hot Gas Filter for 

Ca句lyticFl凶dized臨dGas迫cation

概観しで分かるとおり、一時いくつかの発表のあった

水素発酵は見られず、高温ガス化の生成ガスの一成分と

しての水素や、ガス化の促進剤としての水素、あるいは、

見聞録

水素化処理のための水素が主に議論されています。応用

としてはエタノールの改質による水素生産、水熱処理に

よる水素生産もあります。生物化学変換については、微

生物燃料電池系や光合成水素生産程度でした。

バイオマスから水素を得るには、索討七学的なガス化と

生物化学的なガス化の2通りが主な経路ですが、熱化学

的なガス化の方が主に発表されています。しかしながら、

水素そのものを目的とした発表は必ずしも多くなく、合

成ガスを得て間接液化を行ったり、生成ガスを燃料とし

て利用する方が一般的な議論となっています。これは、

この会議が、バイオマスの導入普及側に近い会議である

ために、既に確立しているエネルギー利用システムにど

のようにバイオマスを使っていくか、という観点が強い

ためと思われます。水素エネルギーシステムそのものは、

インフラ整備があってからの利用となりますし、燃料電

池でも固体酸化物で、あれぼ燃料は水素に限る必要はあ

りません。バイオマスの利用を考える時に、出口が水素

である必要性は必ずしも高くないのが現状です。むしろ、

水素が得られたとしても、これを合成ガスとしてフイツ

シャー・トロフ。シュ合成に用いたり ジメチルエーテル

やメタノールの合成に用いた方が、液体燃料が得られ、

既存のシステムに利用しやすいと考えられます。生物化

学的な水素生産の発表が少ないのも同様の理由と考え

られます。水素化処理は、以前本誌でも紹介した油脂の

水素化改質[1]の研究がタイのPIT社から報告されてい

ました。

3. バイオマス研究の動向

バイオマス全体の動向に絡めて議論をしてみたいと

思います。最近のトレンドとしては、海藻、水熱、半炭

化、バイオリファイナリー、といったところですが、ガ

ス化のタール処理、小規模、急速熱分解、第2世代エタ

ノールなども相変わらず多く発表されています。木質ノミ

イオマス関連の発表も多く、 SRFでどれだけ得られるか、

ペレットの特性はどうか、半炭化したらどうか、などの

発表がなされています。もっとも、日本と違って林業を

再生するためにバイオマスを使う、としづ話はありませ

ん。

面白そうな発表としては、タールが出ない新規ガス化

プロセスとして固定床ガス化の生成ガスの一部を底部

から抜き出して燃焼、中段に供給して高温部を作り、そ
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こからガスを取り出す、というプロセスの提案がありま

した。でも、よく聞いてみると、気験室で上部の方の反

応だけやってみて、こうすればきっとうまくいくだろう、

というだけの話で、実証プラントを作るとは言っていま

したが、うまくいくかどうかわかりません。

森林総研のものを含めて、半炭化した木材で、ベレット

を作るとしづ提案も、ありました。半炭化は議論はされ

ていますが、具体的な利用法までは議論が十分に進んで

いない状況ですので、どう動くか興味深いところです。

半炭化するときに2割ほど熱量を失いますので、それ以

上に輸送時のメリットや、比較的高いラ滋お量で燃焼時の

メリットが得られる状況がなければ、使う意味が得られ

ません。

欧州以外の国からの参加も当たり前に見られるよう

になっており、各国での利用法、生産性などの議論も散

見されています。

水熱関連のポスターも比較的多く、藻類と関連しての

議論や、水熱炭化、直接液化もあり、かなり一般的に認

知されてきた様相です。

最終的に水素を得ることを想定しても、バイオマスを

どこからどのように効率よく収集するか、また、現在使

いにくいバイオマスをどのように利用するか、という議

論は有効になります。集めにくいバイオマスを収集して

処理規模を大きくし、変換の効率を高めた処理をすると

いう観点では、急速熱分解油にして集めたり、半炭化し

て収集することが検討されています。一方、バイオマス

を生産する土地に限界があることも議論されており、こ

の観点で、は水生バイオマスの利用が検討されています。

特に藻類の利用は興味を持たれています。生産した藻の

濃度は0.5%程度ですが、これを遠心分離で20%近くまで、

ほとんどエネルギーを加えずに濃縮で、きる技術の紹介

がありました。これは注目技術で、藻類を使う上での一

番大きな問題を解決するものです。 0.96kWh/m3で、処理

ができ、全自動で、プラントの規模によりますが、藻類

の有するエネルギーの7.5'""17%で濃縮できるというこ

とです。藻類の利用については、抽出、メタン発酵、水

熱処理、バイオディーゼル生産などが挙げられています。

4. 本会議の印象

この会議は、数年前から 1年ごとに開催されるように

なり、会議ごとに大きくトヒ。ックが変わる、としづ状況

見聞録

ではなくなっています。前回と比べて、各分野の発表件

数もほぼ同じであり、大きな流れはそのままで、着実に

各種の研究プロジェクトが進められている、という状況

です。

また、バイオリファイナリー、藻の利用、超臨界、半

炭化といったところが目立っています。以前からも進め

られている第2世代エタノール、タール処理、バイオマ

ス生産なども相変わらずです。

この会議は、欧州、|の各種フ。ロジェクトの紹介や、全体

的な傾向をつかめる意味で、意義のある会議で、すが、それ

を踏まえても、学術的なレベルは下がってきている気が

します。バイオマスの導入に実際にインパクトを持つの

は大型予算による実証実験だったり、大きな会社の動向

だ、ったり、政策側の動きで、あったりすることを考えれば、

ひとつの方向かもしれませんが、機構の議論、意義の考

察、新規性の議論などが欠けているようなセッションも

ありました。他の発表でも既往の研究を踏まえた議論は

なく、思いついてやってみました、と言うばかりで、以

前にも類似の研究があることを確認していない発表が

大部分です。詳細な研究をポスターで行う、という考え

方かもしれませんが、口頭発表で検討の甘い発表を聞か

されるのも困ります。以前は、バイオマスの各分野で、よ

く知っているBoocockやco肥Ua，Bridgwater， Antalなど
が来ていたのですが、引退したり、この会議には出てこ

なくなったり、としづ状況です。それぞれの会議の位置

づけはありますので、一概に否定はしませんが、日本の

バイオマス科学会議のような意義も重要かと思います。

5. おわりに

たしかに水素は各種の 1次エネルギーから生産する

ことができ、これらのプラットフォームとして、あるい

は化石燃料から再生可能エネルギーへの移行に、適切に

利用できるものかと思います。しかしながら、そのため

のインフラ整備やシステム開発にはまだ時聞がかかり、

直近のエネルギーシステムの中で、大きな位置を占める

には至っていないのも確かです。今回、この欧州バイオ

マス会議および、展示会を水素に関する形で、見直してみ

て、その印象を新たにしました。バイオマスの分野にお

いても、現在のシステムに導入していく観点での議論が

主であり、水素エネルギーシステムを前面に押し出した

議論はほとんどありません。とはいっても、バイオマス
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の有効利用に向けての各種の要素技術開発は進んで、お

り、ニれはそのままバイオマスからの水素製造にも適用

できるものではあります。この意味では、間接的な議論

にならざるを得ませんが、水素エネルギーシステムの1

ブロックとしてのバイオマス資源利用技術の発展とと

らえることもできるかと思います。

むろん、ここに述べたのは松村の個人的感想です。お

気づきの点などあれば、コメントをいただければ幸いで

す。
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